
日米災害復興シンポジウム
 ビジネスリーダーによる東日本復興支援のご案内

日　：２０１２年９月１９日（水） 

時　：１２：００pm - １２：３０pm　ランチ及びレジストレーション

　　：１２：３０pm - ５：００pm　　シンポジウム

　　：５：００pm - ６：００pm 　　 カクテル・レセプション

場　: ニューオリンズ・バイオ

      イノベーションセンター

            1441 Canal Street
            New Orleans, Louisiana

目的：渋沢栄一記念財団からスペシャルゲストを招き、日米のビジネスリーダーの

   　 アイデア交換、ノウハウの共有を通じ、岩手県釜石市の経済活性化を目指す。

プログラム内容

―日本のゲストによる東日本震災の被害、及び、復興状況の報告

―ニューオリンズ代表者によるハリケーン・カトリーナからの復興成功事例について

  のデモンストレーション

シンポジウムのプログラムはこちらからダウンロードして下さい。

お席に限りがございますので、参加ご希望の方は９月１２日（水）までに、オンライン又は、

Ｅメール（rsvp@bakerdonelson.com）にてご連絡下さい。

協賛：ベイカー・ドネルソン・ベアマン・コールドウェル・バーコウィッツ法律事務所

協力：渋沢栄一記念財団、ニューオリンズ・バイオイノベーションセンター、

      The Committee of 100、アイデア・ビレッジ、ミシシッピ・ワールドトレードセンター、

      ニューオリンズ・ワールドトレードセンター



日米災害復興シンポジウム
ビジネスリーダーによる東日本復興支援

プレゼンテーション・プログラム

12:00 p.m. – 12:30 p.m.
レジストレーション、及び、ランチ

12:30 p.m. – 12:45 p.m.
開会の挨拶

ニューオリンズ・バイオイノベーション社長　アーロ

ン・ミセニッチ氏

ベイカードネルソン法律事務所シェアホルダー兼ニュー

オリンズ日本国総領事館名誉領事　ドナ・フリーシュ弁

護士

12:45 p.m. – 1:15 p.m. 
挑戦ときっかけ：ルイジアナ復興から学ぶこと

住民がどのように力を合わせ、より強く、より安全なル

イジアナ州づくりに取り組んだか、また、  
消滅した海岸線調査などかつてない挑戦と復興への取り

組みについて。 

スピーカー：Center for Planning Excellence社長兼CEO　ブ

ゥ・トーマス氏 

1:15 p.m. – 1:40 p.m.
日本の原子力発電とエネルギー政策

津波発生から１年半後の日本、原子力産業とエネルギー

政策について。

スピーカー：吉川武男教授

1:40 p.m. – 2:00 p.m.
日本の水産業への影響

水産加工業界の実態、被災地域でのビジネスへの影響に

ついて。

スピーカー：小野昭男氏

2:00 p.m. – 2:15 p.m.
休憩

2:15 p.m. – 2:45 p.m. 
災害復興での起業家精神 

フッ化物代替品の導入に向け数々の失敗を繰り返しなが

らも、ハリケーン・カトリーナ後につかんだ

新ビジネスについて 

スピーカー：Theodent社長兼CEO　アーマン・サッジプワー

2:45 p.m. – 3:05 p.m.  
釜石市の再建

釜石市の再建への道程と挑戦について。

スピーカー：佐々 貴洋氏

3:05 p.m. – 3:30 p.m.
津波からの生還と観光業の回復

津波にさらわれながらも生き延び、経営する旅館「宝来

館」の復建と、観光業復興に

たずさわる現地の人々について。

スピーカー：岩崎昭子氏

3:30 p.m. – 3:40 p.m.
休憩 

3:40 p.m. – 4:10 p.m.
防災準備

カトリーナと２０１１年に起きた洪水以降の、より効果

的な災害対策、復興活動、ダメージコントロール、防災

準備のための

政府レベル、民間レベルでの取り組みについて。

スピーカー：CSRS, Inc.社代表　カート・ソーダーバーグ

氏

スピーカー：Jacobs Project management Company副社長　ダ

グ・モートン氏

4:10 p.m. – 4:40 p.m.
継続的かつ持続的なアントレプレナーエコシステム 

スピーカー：The Idea Village 兼CEO　ティム・ウィリアム

ソン氏 

4:40 p.m. – 5:00 p.m.
閉会の挨拶
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